
14 - 11
20 - 11
19 - 14

Ｃ 18 - 18
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 2 9 6 12 2 2 1 0 2 2 1 0 2 0
5 * 0 2 1 2 0 0 1 0 3 3 0 2 0 0
7 * 2 6 5 7 4 4 2 0 4 4 3 0 4 0
11 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0
12 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
13 0 0 0 0 2 1 2 1 0 2 2 0 0 0 1
14 0 0 1 4 7 3 6 2 0 0 0 1 4 4 0
18 * 0 0 1 2 2 4 1 6 3 9 0 1 0 0
23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 * 0 0 3 7 0 0 0 0 11 11 2 0 0 0
27 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
30 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
76 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 1
5 23 22 41 12 18 10 7 25 32 9 8 10 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
7 0 2 3 0 3 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
13 * 0 4 3 8 0 0 2 0 3 3 2 3 0 0
15 0 1 3 4 6 4 4 1 0 1 1 1 1 0 0
22 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0
23 0 0 1 8 11 1 1 3 8 13 21 5 4 0 0
25 0 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
27 * 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 2 0 0 0
29 * 0 3 0 3 0 0 5 2 2 4 1 0 0 0
30 0 0 1 0 1 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
54 * 0 1 4 10 0 0 1 1 4 5 2 1 1 0
88 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
91 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
93 0 0 1 0 1 0 0 1 0 2 2 0 1 0 0

0 0 2 2 11
3 18 20 48 5 7 19 11 28 39 16 11 1 0

平成27年度関西学生バスケットボール選手権大会

RATE 16.7% 41.7% 71.4%

Team / Coach: 二杉　茂 -
合　　　計 54 200

鎌迫 諒太 2 3
吉崎 綾汰 0 15

伊佐 常陸 8 34
池田 壮真 0 4

梶井 涼矢 0 9
宮脇 良太 0 3

佐々木 隆成 0 12
榎本 一輝 0 21

イビス ニヨキゼラ 17 34
田中 駿也 0 7

山崎 翔梧 15 15
松本 匡平 0 0

中村 翔太 6 10
幡本 優生 6 31

ST BS MIN

ジェームス マティアン 0 2

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

天理大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 71 200
RATE 21.7% 53.7% 66.7%

0 - -
Team / Coach: 尾崎　光昭

佐藤 雄人 0 2
0 - -

舩戸 瑞貴 0 2
岩坪 康太朗 3 7

東 大洋 0 2
石塚 渉 6 37

高山 竜之介 11 18
井島 啓貴 4 34

元田 大貴 2 4
下田 忠至 1 4

川武 雅幸 20 32
高野 慎也 2 3

BS MIN

荒谷 優斗 20 32
改田 賢太 2 23

ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST

男子 下位決定戦 勝チーム

記録 関西学生バスケットボール連盟

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ

試 合 日 2014.05.03
同志社大学

試合ＮＯ 54
戦評
【総括】
5～8位決定戦第1試合は、爆発的なオフェンス力を見せる同志社大学と、昨年ベスト16で苦汁を味わった天理大学との
カードとなった。序盤は両チームとも持ち味を見せ、一進一退の攻防が続く。しかし、同志社が堅固なディフェンスから
の速い展開に持ち込み、勢いで勝る同志社に軍配が上がった。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、膠着状態から天理大#23イビスのポストプレイや、高さを活かしたリバウンドから得点を重ねる。一方、同志
社は#7川武のドライブ、ジャンプシュートなどの個人技で応戦。さらに交代で出場した、同志社＃14高山がアップテンポ
な展開で流れを作り、#7川武のスティールで流れを呼び込む。第1ピリオドは同志社がガッツ溢れるディフェンスから流
れを呼び込み、14-11でリードを奪う。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、同志社は#7川武のドライブやリバウンドからのファストブレイクさらに#0荒谷の3Pシュートで点差を開ける。
天理大は#13幡本のアシストから#15山崎の3Pシュートで応戦する。同志社は堅実なディフェンスから天理大のミスを誘
い、さらに#30岩坪の3Pシュートで一気に10点差に差を広げる。天理大は#23イビスの高さを活かして得点し追随を狙う
も、同志社は#14高山のゲームメイクでそれを許さない。同志社は#14高山のスティールからのレイアップで得点し34-22
で前半を折り返す。
【第3ピリオド】
第3ピリオド序盤、天理大がドライブからインサイドの#23イビスに合わせて連続得点。一方、同志社は#18井島のリバウ
ンドからファウルを奪うハッスルプレーを見せる。膠着状態から一転、両チームのガードが見事なドライブを見せて得
点。ここで同志社は#14高山がコートの端から端まで持っていくドライブを見せ流れは同志社に傾く。天理大はタイムア
ウトを取り、立て直そうとするが再び同志社#0荒谷の3Pシュートでそれを許さない。天理大#54伊佐がドライブで応戦す
るが同志社のバックコート陣が連続得点を重ねて、53-36で最終ピリオドに入る。
【第4ピリオド】
第4ピリオド序盤、天理大はディフェンスはゾーン、オフェンスは#23イビスのポストプレイを中心に逆転を狙う。しかし、同
志社は#0荒谷のファストブレイク、#7川武の3Pシュートで流れを渡さない。天理大は、#7中村の3Pシュート、#15山崎の
ミドルシュートで得点を重ね、残り1分30秒で点差を14点差まで縮めるも及ばず、71-54で同志社が勝利した。

主審 大野　哲広 副審 宮里　両 戦評

71 54

敗チーム

天理大学

西垣　佑亮(関西学連)

開始時間 10:00
会　　場 東淀川体育館
コ ー ト


